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える。	 	 	 
	 
	 第三点として、従来から提案されている宙づりグラフェン構造による移動度向上効果と、さらにイオン液体ゲート
構造による低電圧動作を両立させるデバイスを考案し、その困難なデバイス作成技術を克服して実証した点が特筆す
べき成果である。宙づりグラフェンにより、20,000cm2/Vsという高移動度を実証し、基板の不純物準位由来のホッピン
グ伝導によるリーク電流を減少させドレイン電流のon/off比を10まで向上させた。さらにイオン液体ゲート構造を採
用する事により動作電圧を従来の中空構造の場合から１桁低減する事に成功し、さらにレイン電流のon/off比を20に
まで向上させた。これらの一連の新規構造の提案によりグラフェントランジスタの特性を大きく改善する事に成功し
た点は高く評価できる。	 
	 
以上、論文審査会においても質問にも的確に回答し、内容を十分把握している事が判明した。以上により、博士（工
学）の学位論文として価値のあるものと認める。	 
	 
